
まちづくりの基本方向検討資料

○まちの将来像  
資料2 

○基本理念

・豊かな自然と都市機能が調和した持続可能なまち

御岳山に代表される美しい山並みや多摩川の清流を身近に感じつつ、

快適に暮らせるまちを目指します。

・多様性を認め合い、みんなが健やかに暮らせるまち ・歴史と文化を継承し、人も産業も育むまち  

美しい山と渓谷に抱かれ、東京に暮らす　青梅  

○まちづくりの基本方向

・各基本方向に共通する視点

全ての人が尊重し合い、一人ひとりが元気に活躍できるまちを目指しま

す。

郷土に対する愛着と誇りを持ち、共に未来を創り育む力を培い、人

も産業も成長できるまちを目指します。

青梅の人々が、青梅を楽しみながら健やかに安心して暮らせることを目指し、「あそぼうよ！青梅」の姿勢を基本に、次の３つの基本理念を掲げ、本計画を推進していきます。

３つの基本理念のもと、８つの基本方向を柱とし、３つの共通する視点と共に施策を展開していきます。

①　健康・医療・福祉

④　都市基盤・防災②　子育て・若者・教育

③　自然・環境・エネルギー

５　伝統・文化・生涯学習 ６　地域経済 ８　行政経営・行政サービス７　コミュニティ・共創

デジタル化 脱炭素 多様性

・市民・事業者・行政による省エネルギーの推進

・エネルギーの地産地消化

・美しい「山と渓谷」の保全

・森林への理解の促進と計画的管理

・多世代交流

・予防と健康づくり

・医療体制の充実

・高齢者福祉

・介護予防

・障がい者福祉

・生活福祉

・子どもを産み育てる環境の整備

・子どもの居場所や多世代交流

・地域で子どもを育む

・教育環境の向上（個別最適化・小中一貫校）

・若者の活動や交流

・防災・減災（安全・安心）

・防犯（安全・安心）

・公園整備

・都市基盤

・公共交通

・居住環境


